
妙体寺址の大銀杏                  

所 在 地  宮城県加美郡加美町宮崎字麓  

指 定  加美町指定天然記念物 平成 10年 7月 1日 

概 要 

 幹周りが約 7.3ｍ、高さ約 35ｍの巨木で、幹が地上約 2ｍのところで 3つに分かれて

います。近世の寺地跡に茂っており、樹齢も 300年以上と推定されます。 

晩秋の頃、この木の葉が全部散ると雪が降ると地元では言い伝えられていて、季節の

変わり目を知るということで、今も親しまれています。樹勢は良好です。 

 

 


